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【ピジョン × トモニテ 共催】 
世界早産児デー啓発イベント「ちいさな手と、手をつなぐ日。」を開催 

ちいさく生まれた赤ちゃんの写真展やトークセッション、みんなで作る手形ウォールを展開 
アリオ北砂 1F リーフコート／2026 年 10 月 14 日(水) 11:00 - 16:30 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

ピジョン株式会社（本社：東京、社長：矢野 亮）は、専門的なケアを必要とする赤ちゃんとご家族を支援す
る「ちいさな産声サポートプロジェクト」の一環として、株式会社エブリー（本社：東京都港区、代表取締役
社長：吉田 大成）が運営する子育てメディア「トモニテ」と共催で、11 月の世界早産児デーに先立ち、啓発
イベント「ちいさな手と、手をつなぐ日。〜あなたの「知る」が、エールになる〜」を 2026 年 10 月 14 日
（水）にアリオ北砂（東京都江東区）にて開催いたします。 

あわせて「トモニテ」の各種 SNS にて、早産を経験されたご家族のストーリーや母乳バンクの取り組みを紹
介する動画も公開中です。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
■20 人に 1 人が早産で生まれる。知ってほしい、ちいさく生まれた赤ちゃんとご家族の歩み 

日本における出生数は年々減少傾向にありますが、その一方で、
在胎 37 週未満で出生する「早産児」※1 の割合は全出生数の約 6%※2

と横ばいが続いており、今もなお約 20 人に 1 人の赤ちゃんが早産で
生まれています。 

しかし、赤ちゃんが成長する過程、退院後の生活、そしてご家族
が抱える不安や悩みは、まだ社会に広く認知されていません。 
 
 
■赤ちゃん一人ひとりの成長を見守る社会へ。「応援のアクション」へとつなぐ啓発イベントを
開催 

赤ちゃんの成長や育ち方は、一人ひとり異なります。周りと比べるのではなく、その子自身の歩みを社会全
体で優しく包み込み、成長の喜びを分かち合える社会の実現を目指します。 

本イベントでは、子育てメディア「トモニテ」と共催し、ちいさく生まれた赤ちゃんの成長をたどる写真展
をはじめ、当事者ご家族と専門家によるトークセッション、来場者の想いを届ける参加型コンテンツ「手形ウ
ォール」、そして母乳バンクなどの支援について知っていただけるアクションコーナーを展開します。ご来場い
ただいた皆様の「知る」という一歩が、ちいさく生まれた赤ちゃんとご家族への温かい「エール」に変わる場
を提供します。 
 
 

2026年10月1日 
ピジョン株式会社 

※1 正期産は妊娠 37 週 0 日～41 週 6 日までの期間での出産 
※2 2020~2024 年 人口動態調査（厚生労働省） 

https://support.pigeon.co.jp/


https://www.instagram.com/p/DdIZZUfgS-A/
https://www.instagram.com/p/Dd0K4-5j8u3/


 

 

【参考】 
■「世界早産児デー（World Prematurity Day）」とは 
 11 月 15 日の世界早産児デーは、早く生まれた赤ちゃんとご家族が抱える課題や負担に対する意識を高めるた
めに、2008 年にヨーロッパ NICU 家族会（EFCNI）および提携している家族会によって制定された記念日です。
靴下が並ぶイラストは、世界早産児デーのシンボル。９足の靴下の間にある１足の紫色の小さな靴下は、世界中で
10 人に 1 人の赤ちゃんが早産で生まれていることを象徴しています。 
●日本 NICU 家族会機構（JOIN）公式 HP：https://www.join.or.jp/world-prematurity-day 

 
■「ちいさな産声サポートプロジェクト」とは 
 ピジョンは、早産で生まれた赤ちゃん、低体重で生まれた赤ちゃん、病気や外的疾患で治療が必要な赤ちゃんな
ど、専門的なケアを必要とする赤ちゃん一人ひとりの健やかな成長を支え、ご家族がより安心し幸せを実感できる
ように支援する「ちいさな産声サポートプロジェクト」を各国で行っています。 
●ピジョン「ちいさな産声サポートプロジェクト」公式 HP：https://www.pigeon.co.jp/csr/tinycry/ 
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